
 

ロシア・ウクライナ戦争とNATO 
 

鶴岡 路人 
 
はじめに 
 
 ロシア・ウクライナ戦争の帰結はまだ分からないが、ロシアによるウクライナ侵攻の始まった 2022
年 2 月 24 日は、欧州にとって大きな歴史の転換点として記憶されることになるだろう。同戦争の分析
としてはさまざまな視点があるが、ここでは、欧州安全保障、なかでも特にNATO（北大西洋条約機構）
への影響、そしてNATOの役割を検証することにしたい。 
 というのも、ロシア・ウクライナ戦争の重要な特徴の一つは、米国を含む NATO が、地上部隊を派
遣するという意味での直接の戦闘行為には参加していない一方で、それ以外の考え得るほとんど全てと
いってよいほどの支援を行っていることである。参戦しないことはいかに解釈可能なのか、そして、参
戦以外の方法での支援はどのように位置付けられるのか。 
 ロシア・ウクライナ戦争に関連して NATO が議論される際には、ウクライナへの武器支援が注目さ
れがちだが、NATOの役割という観点で、同盟にとってより本質的なのは、NATO諸国の防衛である。
この点に関して NATO は何を行い、どのような効果をもたらしていると評価できるのだろうか。さら
に、今回の戦争を受けて NATO の本質や方向性について何が明らかになったのか。これらを考えてい
くことにしよう。 
 
NATOによる非参戦の意味 
 
 今回の戦争に米国は参戦していない。このように表現する際には、さまざまな意味が存在するが、直
接的な軍事介入を行っておらず、交戦国ではないということが基本になる。 
米国を含めてNATO加盟国は、集団防衛を規定した第 5条にコミットしている。同条は、「締約国は、

ヨーロッパ又は北アメリカにおける一又は二以上の締約国に対する武力攻撃を全締約国に対する攻撃
とみなすことに同意」したうえで、「個別的又は集団的自衛権を行使し」、「兵力の使用を含め、北大西洋
地域の安全を回復し及び維持するためにその必要と認める行動」を「直ちにとる」ことで「攻撃を受け
た締約国を援助することに同意」するとした規定である。 
ウクライナは NATO 加盟国ではないため、この第 5 条は適用されない。このことは、事実として明

確である。しかしそれは、NATO（加盟国）がウクライナに対して集団的自衛権を行使できないことを
意味するわけではない。集団的自衛権は国家固有の権利であり、その行使に同盟関係の存在は不要であ
る。攻撃を受けた国からの要請があり、集団的自衛権としてとった措置について国連安全保障理事会に
報告すればよい。国際法の解釈としては別の議論が可能だろうが、NATOによる非参戦とは、今回の事
態においてNATO諸国が、個別的・集団的自衛権を行使していないという意味になる。 
これらの前提からもう一点指摘すべきは、米国を含む NATO 加盟国がウクライナ戦争に直接的に軍

事介入しないのは、「ウクライナがNATO加盟国ではないため不可能だった」のではないということで
ある。あくまでも、NATO加盟国による政治的な意思決定の結果だった。介入する意思があれば介入は
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いつでも可能である。したがって、「ウクライナはNATO加盟国ではない」という議論は、不介入の口
実として使われてきたのだといえる。 
バイデン（Joe Biden）大統領を筆頭に、米国のウクライナに関する発信は、2021年 12月の段階から、

かなり突き放したようなものだった事実は見逃せない。「（防衛）義務はウクライナには至らない 1」ま
では、事実の説明だったが、ウクライナへの地上軍派遣について記者に問われた際には、「それは選択肢
にのぼったことすらない（There never were on the table）2」」と明言している。派兵しないことへの硬
い決意を思わせる言いぶりである。これが「NATO は参戦しない」という流れを決めることになった。 
さらに、そうしたバイデン政権の姿勢の背景には、ロシアが侵攻した場合、ウクライナ軍は敗北し、

ゼレンスキー（Volodymyr Zelensky）政権も早期に崩壊するだろうとの評価があった。そうであれば、
ウクライナにコミットすることは得策ではないということになる。これも、米国の不介入姿勢につな
がったはずである。なお、米国がそうした姿勢である以上、NATOとして直接的に介入する選択肢はな
かったといってよい。米国が参戦しないなかで、他のNATO加盟国のみが参戦するのは極めて困難だっ
ただろう。 
 
NATOによる加盟国防衛 
 
 2021 年の秋以降、ウクライナ国境へのロシア軍の結集がさらに進むなかで、NATO に最初に持ち上
がったのは、NATO 加盟国の安全をいかに確保するかという問題だった。NATO が防衛同盟である以
上、これが最優先課題になるのは当然だろう。ウクライナと国境を接するポーランドとルーマニアを中
心に、東方の前線（Eastern flank）の防衛を強化するために、米国のみならず、英国やフランス、ドイ
ツなどの主要国を含む各国が陸上部隊や航空部隊を展開することになった 3。 
 ウクライナには派兵しないと繰り返し強調していたバイデン政権も、2022 年 1 月下旬になると、
NATO 諸国の防衛強化のためとして 8500 名の部隊の展開準備を表明するなど、NATO へのコミット
メントを強調するようになった 4。その後も、ポーランドやルーマニアといった最前線のNATO加盟国
の防衛支援、および同盟国に対する安心供与の目的を含めて、共同訓練実施のために、増派を重ねていっ
た。その結果、ウクライナ侵攻以前には約 6万名だった在欧米軍は、10万名規模に膨れ上がった 5。ウ
クライナへの直接の介入がないなかで、ここまで増派されていることは注目される。 
 詳細は公表されていないが、ロシアによるウクライナ侵攻を受けて NATO は、個別国・地域に関す
る防衛計画、危機対応措置（crisis response measures）を発動している。これにはNATO即応部隊（NRF）
の使用も含まれる 6。NRFを抑止・防衛といういわば本来任務で使用するのは初めてである。42,000名
の部隊がすでに展開し、東方地域での陸上部隊は、ウォルタース（Tod Wolters）NATO司令官（欧州
連合軍最高司令官：SACEUR）によれば、「10 倍以上になった」という 7。東方の防衛としては、2014
年のクリミア併合などを受けて、バルト 3国とポーランドに「強化された前方プレゼンス（eFP）」の枠
組みにおいて、大隊規模のNATO部隊がローテーションで配備されていた。今回、これにハンガリー、
スロヴァキア、ルーマニア、ブルガリアへの展開が加わったのである。ウクライナとの国境地帯にはペ
トリオットなどのミサイル防衛・防空システムも配備され、不測の事態に備えることになった。 
 そして、結果として NATO 諸国はロシアによる直接の軍事的挑発を受けていない。ロシア側に、そ
もそもNATO加盟国を攻撃する意図がなかったという議論も可能だが、そうだとしてもその背景には、 
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NATO の介入を招くことはロシアの利益にならないという計算が存在するはずであり、それこそが抑
止である。後述するフィンランドとスウェーデンによるNATO加盟申請も、NATOの抑止が機能して
いると考えたからこその決定だといえる。 
 
ウクライナ支援と対露抑止 
 
 次にウクライナ支援である。当初 NATO 諸国から供与される武器は、対戦車砲や対空砲といった、
ロシア軍部隊の進撃を妨害し、抵抗するための装備だった。それらはキエフ陥落阻止などにおいて重要
な役割を果たした。しかし、ロシアが 2022 年 3 月下旬になって、キエフ陥落を事実上断念し、東部の
ドンバス地域に傾注すると発表して以降は、より大規模な地上戦に備えるとともに、ロシア軍による支
配地域の奪還がウクライナにとっての課題になった。そのためには、対戦車砲や対空砲といった、相手
を止めるだけの兵器では不十分になり、NATO諸国による支援の重心も、戦車や榴弾砲といった重装備
に移行することになった。 
結果として NATO は、派兵以外にできることをほとんど全て実施するような状況になっているが、

そこに至る過程では紆余曲折があった。第一に、上述のように、ゼレンスキー政権が早期に転覆させら
れるという想定の下では本格的な支援にはつながらず、またそれ以降も、戦争目的が必ずしも明確では
ないなかで、どのような兵器を供与するかは、米国やその他の NATO 諸国にとって難題であり続けた
8。 
 第二に、そうした議論の背後に大きく存在したのは、ロシアを過度に刺激すべきではないとの考慮で
ある。そうした配慮はすべきではないとの声もあったが、戦争のエスカレーションは可能であれば避け
たいと考えて当然である。ロシア側は、戦車、戦闘機、長距離砲などに関して、「それらを供与すれば参
戦とみなし、攻撃対象となる」、といった警告を繰り返した。エスカレーションを懸念するNATO側が、
こうした警告を前にそうした装備の供与を躊躇する場面があったことは否定できない。NATO がロシ
アに抑止されていたような構図である。 
しかし、例えば戦車に関しては 4月上旬にチェコが先陣を切ることになり、ウクライナに対する供与

を開始した。その後もロシア側からの警告は続き、例えば 4 月にはロシア外務省のリャプコフ（Sergei 
Ryabkov）次官が「ウクライナ領内における米国とNATOの武器輸送は合法的な軍事標的 9」とみなす
と警告した。同発言は、ロシア側の強気の姿勢として報じられたが、逆からみれば、ウクライナ領内に
入らない限り、つまり NATO 領内にある間はロシアとして手を出さない（出せない）と表明したもの
ともいえた。ロシアが最も避けるべきは NATO の介入であり、自らそれを招くような行動は避けてい
ると解釈できる。そうであれば、それはNATOによる抑止が機能しているということでもある。 
加えて NATO や米国が力を入れてきたのが、情報（インテリジェンス）の提供だった。これについ

ては、当初から指摘されていたものの、3月に入ってその実態が徐々に報じられるようになった。NATO
の早期警戒管制機（AWACS）などが、ポーランドの上空をウクライナ国境ぎりぎりまで飛行し、ロシ
ア軍の航空機や地上部隊の動きを収集し、それをウクライナ側に提供していたというのである 10。その
後、ロシア軍高官の所在や、単にロシア軍の展開場所のみならず、ロシアによるミサイル攻撃などが行
われる場所を予め特定するような情報も米国を中心とする NATO から提供され、ウクライナ軍のより
効果的な防護・攻撃に使われてきたとの報道が相次ぐことになった 11。 
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バイデン政権からは、ロシアを刺激しかねないとの懸念から、こうした報道を諌める声があがった 12。
しかし、全てが政権の意図に反したリークに基づく報道だったとは思えない。NATOや米国によるウク
ライナ支援が不十分であるとの批判を踏まえ、貢献をアピールするという当局側の狙いも存在していた
はずである。 
 NATO 事務総長などは、これまで、戦争を他国にまで広げないことと、NATO 諸国の地上部隊を派
遣しないことは明言してきたが、このことは、そうした敷居より下で可能なことを行うという意思表示
でもあった。今回のロシア・ウクライナ戦争とそれに対する NATO の関与は、部隊の派遣といういわ
ば伝統的な参戦以外に、戦争を支援する方法がいかに数多く存在するかを示す結果にもなっている。
NATOには直接関係しないが、マスク（Elon Musk）氏の提供した衛星通信の Starlinkも、ウクライナ
軍の作戦遂行に多大な貢献をしていることが分かっている 13。国家主体どころか民間企業、さらには個
人までもが重要なアクターになっている。 
なお、NATO は 2022 年 3 月 24 日に開いた対面での首脳会合で、ロシアによる生物・化学兵器の使

用は受け入れられず、「深刻な結果」を招くと警告した 14。会合後の会見でストルテンベルグ（Jens 
Stoltenberg）事務総長は、「いかなる化学兵器の使用も、紛争の性質を完全に変化させる 15」と述べてい
る。こうした NATO 側による抑止メッセージが、ロシア側にどの程度の効力を有しているかは、現段
階では検証不能である。しかし、少なくとも現時点（5 月末）で、そうした大量破壊兵器が使用されて
いないことは事実である。 
 
さらに進むNATOの中心性 
 
 ロシア・ウクライナ戦争が進むなかで、NATOを取り巻く環境、さらにはNATO自体も変わりつつ
ある。第一に、はからずもNATO加盟の意味が可視化されることになった。米国もNATOも、ロシア
によるウクライナ侵攻は抑止できなかった。主として経済制裁の脅しによってロシアの行動を阻止しよ
うとした目論見は失敗したのである。しかし、NATO加盟国に対しては、前節でみたようなロシアから
の威嚇・警告は繰り返されつつ、ロシア側から NATO 加盟国に対して、本格的な軍事的挑発は行われ
ていない。これは、ロシアに対する NATO の抑止が機能している結果だと考えることができる。もち
ろん、ロシアはそもそも戦線の拡大を望んでいないということもできるが、そうだとしても、その原因
の一部には、NATOの参戦を避けたい意思があることは否定できないだろう。 
 つまり、NATOの「内」と「外」の境遇の差が明らかになったのである。ウクライナにとっては厳し
い現実だったが、加盟国にとっては NATO に入っていることの価値が確認されたといえる。全般的に
は、ロシアの脅威によってNATOの必要性が再確認されたということだが、その背後には、NATOの
対露抑止が機能していることへの信頼が存在する。 
 第二に、その結果の一つとして、ロシア・ウクライナ戦争開戦から 3 カ月に満たない 5 月 18 日、北
欧のフィンランドとスウェーデンが NATO に加盟申請をおこなうに至った。北欧地域を含めて、欧州
をとりまく安全保障環境が悪化するなかで、長年の中立、ないし「軍事的非同盟」政策を放棄し、NATO
に加盟するとの決定を下したのである。北欧に NATO 非加盟国が存在することは、第二次世界大戦後
の欧州秩序の重要な特徴だった。それが変わるのである。 
 もっとも、ここまで短い期間で重大な決定ができた背景には、これまでの NATO との協力の積み重
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ねがある。これなくして、加盟申請まで漕ぎつけることはできなかっただろう。フィンランドもスウェー
デンも 1990 年代以降、NATO との関係を深め、2000 年代にはアフガニスタンでの国際治安支援部隊
（ISAF）への部隊派遣などを通じ、相互運用性の向上させてきた。を含め、NATOとの協力を強化して
きた。さらに、ロシアが 2021年 12月に米国とNATOに対して提示した条約案で、NATOのさらなる
拡大の禁止を求めたことが、将来的な選択の自由を重視する両国の反発を招くことになった。それらに
加えて、最後の一押しとなったのは、当然のことながら 2月 24日以降の侵略である 16。 
フィンランドとスウェーデンのNATO加盟に対しては、トルコのエルドアン（Recep Tayyip Erdogan）

政権が、両国によるクルド労働者党（PKK）などのテロ組織の取り締まりが不十分で、テロ活動の温床
となっていることなどを批判し、加盟を承認しないとの姿勢を示している 17。NATO拡大には全ての加
盟国の承認（決定加入議定書の批准）が必要だが、その前段階として、加盟交渉開始の決定などにも北
大西洋理事会（NAC）の決定が必要で、そこにおいてもコンセンサス方式がとられるため、トルコは各
段階で拒否権を行使可能である。しかし、「1 対 29」で拡大に反対を続けることはトルコにとっても多
大なコストがかかり、容易な決断ではない。トルコとフィンランド、スウェーデンを中心に、関係国の
首脳や外相レベルを含めた活発な外交が展開されていることは、外交的解決に向けた動きである。 
第三に、ロシア・ウクライナ戦争の結果として、多くの欧州諸国で国防予算（国防支出）が増大する

方向である。NATO においては、対 GDP（国内総生産）比で 2％の国防支出を実現することを目標と
してきた。今回、最も早い段階で国防支出の大幅増額を発表したのはショルツ（Olaf Scholz）首相率い
るドイツだった。開戦後わずか数日の 2 月 27 日に連邦議会で演説したショルツ首相は、これまで不足
してきた装備調達のための予算の穴埋めとして、1000億（約 13兆円）ユーロの基金を設置するとした
他、現在 1.49％（NATO統計 18）の国防支出を今後 2％以上にすると約束したのである 19。 
 ロシア・ウクライナ戦争に伴うエネルギー価格の高騰などの影響の他、2020年以降続く新型コロナウ
イルスにより、欧州経済が深刻な影響を受けるなかで、国防支出が想定通りに伸び続けるか否かは予断
を許さない。それでも、欧州各国において安全保障への意識が高まったことは確かであり、そのなかで
NATOの価値は上昇するという結果になっている。 
 
おわりに 
 
ロシアによるウクライナ侵攻を受けて NATO は、まず加盟国の防衛を確実にすることに注力し、こ

の点に関しては、完全に目標を達成している状態にある。この意味を過小評価すべきではない。そのう
えで、ロシア・ウクライ戦争への直接の軍事介入を避けつつ、当初は想定もしなかった規模で戦争に関
与してきている。そして、加盟国の結束の度合いも、当初想定された以上の状況が続いている。その結
果、欧州安全保障秩序におけるNATOの中心性はさらに高まっているようにみえる。 
今後は、NATO の結束をいかに維持することができるかが問われる。各国における国防支出の増加

は、NATO強化という観点では歓迎すべきことだが、最終的には、ウクライナとの間で戦争目的をすり
合わせ、それに合致した支援体制を構築することとともに、戦争後のロシアを欧州安全保障秩序におい
てどのように位置付けるのかという課題にも直面する。その時に、NATOの結束がさらに試されること
になる。 

（慶應義塾大学） 
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